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申
込
み 

　
共
通

２
月
５
日（
日
）か
ら
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

「
福
庵
で
お
も
て
な
し
」
は
公
民
館
公
民
館
係
（
☎
5
5
2-

2
1
1
8
）
ま
で
、

「
市
民
企
画
講
座
」
は
公
民
館
白
梅
分
館
（
☎
5
5
3-

3
4
5
4
）
ま
で

■
松
林
分
館  

第
４３
回
松
林
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展

　
　
　
　
　
　
　
〜
サ
ー
ク
ル
発
表
会
〜

【
実
施
日
】

　

演
示　

10
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）

　

展
示　

10
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
が
、日
頃
の
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
地
域
の
ミ
ニ
文
化
祭「
松
林
だ
れ

で
も
な
ん
で
も
展
」。今
年
度
は
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、松
林
分
館
の
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
と

し
て
、演
示
部
門
と
展
示
部
門
の
み
、日
程
を

分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

♦
参
加
者
の
声 

  

演
示

　

皆
さ
ん
、生
き
生
き
と
発
表
し
て
い
て
素
晴

ら
し
い
。や
は
り
、こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る

と
い
い
で
す
ね
。

  

展
示

　

力
作
揃
い
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。発
表

の
場
が
あ
る
こ
と
は
、や
は
り
い
い
で
す
ね
。

■
本
館  

---

福
庵
で
お
も
て
な
し---

①「
結
い    

手
ぬ
ぐ
い
と
日
本
人
の
つ
な
が
り
」

　

珍
し
い
日
本
手
ぬ
ぐ
い
の
展
示
説
明
や
、日

本
舞
踊
と
の
関
わ
り
を
結
ぶ
和
文
化
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】２
月
12
日（
日
）

１
回
目 

：
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

２
回
目 

：
午
後
３
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
場
所
】茶
室
福
庵

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】各
回
先
着
20
人（
各
回
内
容
は
同
じ
）

【
講
師
】豊
田
満
夫
氏（
木
綿
古
布
収
集
家
）、

　
　
　

花
柳
千
衛
里
氏（
日
本
舞
踊
家
）

②「
盆
栽
の
い
・
ろ
・
は
」

 　

茶
室
福
庵
の
日
本
庭
園
で
、和
の
穏
や
か
な

雰
囲
気
と
と
も
に
、盆
栽
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん

か
。鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
や
楽
し
み
方
を
、講
師

が
丁
寧
に
紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】２
月
23
日（
木
・
祝
）午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で

【
場
所
】茶
室
福
庵

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】先
着
10
人

【
講
師
】細
淵
謙
藏
氏（
盆
栽
サ
ー
ク
ル
）

③「
き
く
、み
る
、さ
わ
っ
て
か
ん
じ
る
箏
の
せ

か
い
！
」

　

箏
の
音
色
や
魅
力
を
間
近
で
楽
し
め
る
小
・

中
学
生
向
け
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。  

箏

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】３
月
５
日（
日
）

１
回
目 

：
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

２
回
目 

：
午
後
３
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
場
所
】茶
室
福
庵

【
対
象
】市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

【
定
員
】各
回
先
着
10
人（
保
護
者
同
伴
可
、各

回
内
容
は
同
じ
）

【
講
師
】城
戸
さ
く
ら
氏
、　

長
谷
由
香
氏

■
白
梅
分
館

市
民
企
画
講
座「
私
た
ち
の『
ゴ
ミ
』を
考

え
る
〜
私
た
ち
の
ゴ
ミ
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？
〜
」

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

の
減
ら
し
方
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、施
設

見
学
を
し
な
が
ら
学
び
、考
え
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】２
月
22
日
、３
月
１
日
・
８
日
の
各
水

曜
日
、午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で（
全
３
回
）

【
場
所
】白
梅
分
館
、福
生
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、西
多
摩
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
定
員
】先
着
20 
人

【
講
師
】福
生
市
ご
み
減
量
対
策
係
職
員
ほ
か

　

公民館ページ 
ＱＲコード 

と
よ
だ 　
み
つ
お

は
な
や
ぎ 

ち

え

り

サ
�
ク
ル
会
員
募
集

公民館サークル登録数 ( 令和 5年 1月 4日現在 )　本館…95 団体　松林分館…48 団体　白梅分館…38 団体

「第41 回公民館のつどい」開催！
テーマ：コロナ禍における公民館活動のこれから

　令和４年 11 月 26 日（土）に「第 41 回公民館のつどい」が３年ぶりに開催されました。感染対策のため、
公民館３館の利用者が一堂に集まるのではなく、利用者はそれぞれの公民館に集まり、各会場をオンラインで
つなぎ、分散して交流を深めました。コロナ禍において、工夫して実施した２つの事例発表を基にして、各館
のグループで意見交換を行い、その内容を３館で共有しました。

　「公民館のつどい」は、
年に一度、公民館を利用す
るサークル同士が集まり、
学習テーマに沿って話し合
うなど、より一層、公民館
活動を充実させるための交
流の場となっています。

オンラインでも交流できたこ
とは、コロナ禍の中で良かった。
オンラインもいいが、やはり
対面で実施できるほうが良い。
オンライン特有の映像や音声
のトラブルもあり、便利では
あるが課題もある。

【事例発表の内容】①「オンラインを活用した音楽サークルのつどい」
②「だれでもなんでも展の開催に見る工夫・課題・成功」

本　館

松林分館 白梅分館

参加者からの意見

・

・

・

講
座
案
内

行
事
報
告▲演示部門

▲展示部門

ほ
そ
ぶ
ち
け
ん
ぞ
う

き　

ど

な
が
た
に　

ゆ　

か

ゆ

こ
と

「第41 回公民館のつどい」
  開催！

　公民館って何をするところ？

行事報告、講座案内
サークル会員募集

♦
ピ
ア
ノ
・
テ

　

両
手
で
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
ら
楽
し
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
。講
師
に
よ
る
指
導
も
受
け
ら
れ

ま
す
。

【
活
動
日
】毎
月
２
回
木
曜
日
、午
後

【
場
所
】本
館
音
楽
室

【
持
ち
物
】携
帯
で
き
る
電
子
ピ
ア
ノ

【
会
費
】月
３
，５
０
０
円

【
連
絡
先
】小
山

　
　
　
　

☎
0
4
2-

5
5
3-

6
7
7
0

♦
福
生
切
り
絵
同
好
会

　

自
分
で
撮
っ
た
写
真
や
絵
を
元
に
黒
い
紙

を
切
っ
て
作
品
に
し
て
い
き
ま
す
。絵
心
は
な

く
て
も
大
丈
夫
！
お
試
し
入
会
大
歓
迎
で
す
。

【
活
動
日
】毎
月
第
４
水
曜
日
、午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で

【
場
所
】松
林
分
館

【
会
費
】な
し

【
連
絡
先
】関

　
　
　
　

☎
0
4
2-

5
5
2-

4
3
3
5

♦
白
梅
俳
句
会

　

日
常
の
見
聞
き
し
た
思
い
を
、五
七
五
に

綴
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

【
活
動
日
】毎
月
第
３
土
曜
日
、午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
ま
で

【
場
所
】白
梅
分
館

【
会
費
】月
１
，０
０
０
円

【
連
絡
先
】和
田

　
　
　
　

☎
0
4
2-

5
1
3-

3
3
4
5

オンライン

オンラインオン
ライ
ン
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公
民
館
の
周
年
記
念
誌

　福生市公民館では、10 年ご
とに周年記念誌を発行してい
ます。お近くの公民館、もし
くは市ホームページでご覧い
ただけます。

●
福
生
市
の
公
民
館

　
福
生
市
に
は
、牛
浜
地
区
の「
公
民
館
本
館

（
市
民
会
館
と
併
設
）」、武
蔵
野
台
地
区
の「
公

民
館
松
林
分
館
」、熊
川
地
区
の「
公
民
館
白
梅

分
館
」の
３
つ
の
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
公
民
館
は
、市
民
が

自
主
的
に
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
た
り
、公
民

館
が
実
施
す
る
主
催
講
座
に
参
加
す
る
な
ど
、

自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
学
習
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

●
福
生
市
の
施
策
と
公
民
館

　

公
民
館
は
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
す

『
福
生
市
総
合
計
画
第
５
期
』や
、今
後
の
教
育

全
体
の
向
上
、活
性
化
を
目
指
す『
福
生
市
教

育
振
興
基
本
計
画
第
２
次
』に
基
づ
き
、よ
り

豊
か
な
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、現
代
的
・
社

会
的
な
課
題
に
対
応
し
た
講
座
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、市
民
が
つ
ど
い
、学
び
合

え
る
場
と
し
て
多
様
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
公
民
館
の
事
業

　

公
民
館
各
館
で
は
、年
間
を
通
し
て
幅
広
い

世
代
の
方
を
対
象
に
、家
庭
教
育
、デ
ジ
タ
ル
、

自
然
環
境
、地
域
福
祉
、多
文
化
共
生
、時
事
問

題
、平
和
、人
権
、歴
史
な
ど
の
内
容
の
ほ
か
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
広
報
ふ
っ
さ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
、随
時
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、公
民
館
各
館
で
開
催
し
て
い
る
ま

つ
り
の
ほ
か
、３
館
合
同
事
業「
公
民
館
の
つ

ど
い
」で
は
、学
習
テ
ー
マ
を
決
め
て
意
見
交

換
等
を
す
る
こ
と
で
、利
用
者
の「
横
の
つ
な

が
り
」を
作
り
出
す
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、公
民
館
の
情
報
を
掲
載
し
た『
公
民

館
ふ
っ
さ
』を
年
３
回
発
行
、公
民
館
各
館
窓

口
で
は
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

●
公
民
館
の
利
用

　
多
岐
に
わ
た
る
数
多
く
の
サ
ー
ク
ル
活
動

の
ほ
か
、公
民
館
が
主
催
す
る
講
座
等
へ
の
参

加
な
ど
、多
く
の
市
民
が
公
民
館
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

公
民
館
各
館
で
は
、定
期
的
に
公
民
館
サ
ー

ク
ル
が
集
ま
り
、連
絡
会
や
交
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、サ
ー
ク
ル
活
動
の
充

実
や
利
用
し
や
す
い
公
民
館
運
営
な
ど
様
々

な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
か
ら
公
民
館
３
館
合
同
で
実

施
し
て
い
る「
目
指
せ
デ
ジ
タ
ル
シ
ニ
ア
！
」

事
業
。
令
和
３
年
度
は
、各
館
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
ぎ
、参
加
者
同
士
の
成
果
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。

●
保
育
付
の
連
続
講
座
は
、公
民
館
主
催
講
座

の
中
で
も
長
い
歴
史
を
も
つ
事
業
で
す
。

　

公
民
館
保
育
室
で
は
、幼
児
も
、仲
間
と
の

集
団
で
の
活
動
を
通
し
て
学
び
合
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　　　公民館って何をするところ？

▲ 発表会の様子▲ 保育室事業の様子

▲『福生市総合計画第５期』（左）
　『福生市教育振興基本計画第２次』（右）

公
民
館
主
催
講
座
の
様
子

公民館を使ったことはありますか？ 公民館はどのような施設なのでしょうか。
今回、公民館の活動や利用について紹介します。まだ利用したことのない方、ぜひ足を運んでみませんか。

公民館本館 福生市福生 2455

　福生市のほぼ中心に位置した、市民会館との併設館です。集会
室だけでなく、防音設備を備えた音楽室、視聴覚室のほか、美術室、
児童室、調理室など専用施設があります。

●本館の特色ある事業
本館まつり、子ども哲学かふぇ、福庵でおもてなし、
アンサンブル・コンサート、青年学級にじのはらっぱなど

☎ （さくら会館１階  公民館事務所）042-552-2118

公民館松林分館 福生市武蔵野台 1丁目 15-1

　年間を通して、１階ロビーで公民館サークルや市民の方の作品
を展示しています。大・小集会室、学習室、和室、保育室があります。

●松林分館の特色ある事業
松林だれでもなんでも展、松林地域歴史講座、伝統文化講座、
ふっさライフ充実講座、松林夏休み子ども教室など

☎ 042-552-3624

公民館白梅分館 福生市熊川 559-1
☎ 042-553-3454

　地域に密着した事業が盛んで、子ども向けの事業が多い公
民館です。学習室、和室、会議室、集会室があります。

●白梅分館の特色ある事業
白梅まつり、熊川分水たんけん隊、子どものための食育講座、
熊川分水に親しむ講座、市民企画講座など

　公民館は、昭和 24 年に施行された社会教育法で位置付
けられ、条例により市が設置している施設です。
　市民の学習や文化活動を行うことができます。また、児
童、生徒も保護者の同意のもと、利用できます。詳しくは、
公民館各館までお問合せください。
【開館時間】
　午前９時から午後 10 時まで
【休館日】
　毎週月曜日（月曜日が休日の場合は開館、翌日に休館）
　年末年始（12 月 29 日から翌年１月３日まで）


